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2025 年 12 月 18 日 
[配信枚数 3 枚] 

発信元 滋賀大学総務課企画・広報室 
報道関係者 各位 

  
このたび、本学教育学部は地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業によ

るシンポジウム「地域とともに育つ子どもと教師のみらい～データサイエンスと地域参加で築く
学びのエコシステム～」を下記のとおり開催します。是非、ご取材ください。 
 
 ［背景・目的］ 
 本シンポジウムは、滋賀大学が着手する「地域とともに育つ子どもと教師のみらい」について
県内教育関係者間で意見交換を行うことで、滋賀県の教員を滋賀県で育てることについて理解を
深め、将来、滋賀県の学校現場で活躍する有為な人材を育成することを目的としています。 
 
 【地域とともに育つ子どもと教師のみらい～データサイエンスと地域参加で築く学びのエコシス
テム～】 
日時：2025 年 12 月 24 日（水）13 時～17 時（終了予定） 
場所：ピアザ淡海 ３階 大会議室 （滋賀県大津市におの浜 1-1-20） 
対象：滋賀県教育委員会や中学校・高等学校教員をはじめとした滋賀県の学校教育関係者、 

滋賀県の学校教育に関心のある方 
定員：150 名 
主催：滋賀大学教育学部 
共催：滋賀県教育委員会 
 
 【プログラム】 

第
一
部 

基調講演 
 「教育エコシステムとデータサイエンス活用」 
大野 彰子 氏 
 （国立教育政策研究所所長特別補佐（国際共同研究担当）） 

事例報告 

 「CBT データを活用した『個別最適な学び』研究調査事
業」の分析と結果の活用 
畑 稔彦 氏（滋賀県教育委員会幼小中教育課 課長） 
 「一人一台端末を用いた「心の健康観察」とその活用」 
住吉 由加 氏（栗東市立栗東中学校 校長） 

地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業によるシンポジウム 
 

地域とともに育つ子どもと教師のみらい 

シンポジウムを開催 

 



第
二
部 

パネルディスカッション 
 「データでひらく教師と子
どもの未来」 

パネリスト 
大野 彰子 氏（国立教育政策研究所所長特別補佐（国際共

同研究担当）） 
鈴村 愛子 氏（滋賀県総合教育センター 特別研究員） 
太田 拓紀（大学院教育学研究科 副研究科長） 
奥村 太一（データサイエンス学部 准教授） 
苗代 峻平（本学教職大学院2 年・大津市立日吉中学校 教諭） 

ラウンドテーブルでの交流
～未来の子ども像のために教育データを現場でどう活かす
か～ 

●滋賀大学教育学部について[https://www.edu.shiga-u.ac.jp/]
滋賀大学教育学部は、1875（明治 8）年 6 月に設立された小学校教員伝習所を出発点とし、

2025（令和 7）年に 150 周年を迎えました。設立以来、滋賀県をはじめ各地に優秀な教員を送り
出し、地域社会の発展に貢献してきました。創立 150 周年を迎えたことを機に、改めて、日本の 
未来を担う子どもたちが、激動の社会で、子ども時代を充分に生き、未来を切り拓いていく力を培
えるよう、子どもの伴走者として学び続ける教員の養成を目指してまいります。 

●本件に関するお問い合わせ
滋賀大学教育学部企画係
TEL : 077-537-7701   E-mail : kikaku@edu.shiga-u.ac.jp



日時

地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業によるシンポジウム

2025 12/24 (水)
13:00～17:00（終了予定）

ピアザ淡海 ３階 大会議室
〒520-0801 滋賀県大津市におの浜1-1-20

150名（会場での対面開催）

滋賀県教育委員会や中学校・高等学校教員
をはじめとした滋賀県の学校教育関係者、
滋賀県の学校教育に関心のある方

【申込期限：2025年12月12日(金)16:00】 申込フォーム
二次元コード

お問い合わせ 滋賀大学教育学部企画係 Tel:077-537-7701
e-mail: kikaku@edu.shiga-u.ac.jp

主催 滋賀大学教育学部 共催 滋賀県教育委員会

参加費
無料

※定員になり次第締め切ります。途中参加も可能です。
定員

対象

場所

お申込みURL

地域とともに育つ子どもと教師のみらい
～データサイエンスと地域参加で築く学びのエコシステム～

第1部（13:00～14:40）

第2部（15:00～17:00）

基調講演 大野彰子氏（国立教育政策研究所所長特別補佐（国際共同研究担当））
「教育エコシステムとデータサイエンス活用」

事例報告 政策とデータの接点から考える
畑   稔彦氏 (滋賀県教育委員会幼小中教育課 課長)
「CBTデータを活用した『個別最適な学び』研究調査事業」の分析と結果の活用

住吉由加氏 (栗東市立栗東中学校校長)
「一人一台端末を用いた「心の健康観察」とその活用」

パネルディスカッション「データでひらく教師と子どもの未来」
～パネリスト～

大野彰子氏 (国立教育政策研究所所長特別補佐（国際共同研究担当））、
鈴村愛子氏（滋賀県総合教育センター特別研究員）、
太田拓紀 （教育学研究科副研究科長）、奥村太一（データサイエンス学部准教授）、
苗代峻平 （教職大学院２回生・大津市立日吉中学校 教諭）

12:00～13:00および休憩時間にポスター展示・セッションを予定

※滋賀大学教育学部は2025年に創立百五十周年を迎えました。

https://forms.gle/oMGgwx6RxBKkVFR49

ラウンドテーブルでの交流
～未来の子ども像のために教育データを現場でどう活かすか～
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